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施設名 岡山県立美術館 

【指定管理者の概要】 

名 称 鹿島建物総合管理株式会社 代表者 代表取締役社長 山本和雄 

所在地 東京都新宿区市谷本村町２－１ 

【指定管理の概要】 

指定期間 平成30年４月１日～令和５年３月31日 報告期間 令和３年４月１日～令和４年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・総合連絡調整に関する業務 
・施設等の維持管理に関する業務 
・その他美術館の管理に必要と認められる業務 
・利用者アンケート調査の実施 
※使用許可業務及び利用料徴収業務は指定管理業務として委託していない。 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 

 

所 長 

  

担当職員 

  
 
 

  
  

(常駐１名) (常駐２名) 
 ＜再委託事業者＞ 

 
 
 ・施設、設備管理業務  ・展示室内監視業務 

・警備業務       ・清掃業務 
・植栽地管理業務    ・その他業務 
 

 
 
 

 

  
 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

    合  計 

許 
可 
件 
数 

３年度     

２年度     

増 減     

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の維持管理業 

務 
 

・施設、設備管理業務  ・展示室内監視業務 

・警備業務  ・清掃業務  ・植栽地管理業務  ・その他業務 

 
施設等利用許可業務 
 

 
 － 
 

 
自主企画事業 
 

 
 － 
 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

    合  計 

収 入 額     

利用件数     

減 免 額     

減免理由 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

２年度      

 
 

備 考 
 

 
３年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 86,900,000 0 86,900,000 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 86,900,000 0 86,900,000 

利用料金収入 0 0 0 

事業収入 0 0 0 

その他 0 0 0 

 支 出 額 Ｂ 86,900,000 0 86,900,000 

内 
 
 
訳 

人件費 34,556,196 0 34,556,196 

管理運営費 52,343,804 0 52,343,804 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 0 0 0 

県への納入金 - - - 

実質的な県負担額 86,900,000 0 86,900,000 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

 
Ｂ 

事業計画に基づき、適切な管理が行われた。 

また、新型コロナウイルス感染防止対策（案内表示の追加・入館者の

体温測定・来館者カードの記載案内等）にも的確に対応した。 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 関係法令に基づき有資格者を配置するなど適切に管理運営された。 

③安全性の確保 Ｂ 

本社安全パトロール（年１回）の実施等、独自のノウハウに基づき、

安全性の確保に努めた。 

入館者への手指消毒の案内や手すり等の消毒の多頻度化に取り組むと

ともに、消防訓練により緊急事態に備えた｡ 

④財産の適切な  
管理 

Ｂ 
館内の温度・湿度等を適切に管理し、警備や監視も含め、美術品等の

管理が適切になされた。 

導
入 
効
果 

①利用状況 －  － 

②収支状況 Ｂ 経費節減に努め効率的な管理運営がなされた。 

③サービス向上 Ｂ 
接遇講習・コミュニケーション研修や来館者アンケート調査を実施し､

サービスの向上に努めた。 

 
管理運営業務全般 

 
Ｂ 

協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、概ね適切に管理運営業務

が実施された。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 
 


